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11 糖尿病

糖尿病はインスリンというホルモンの不足や
作用の低下によって、血糖値の上昇を抑える働
き（耐糖能）が低下し、慢性的に高血糖が続く
病気です。

血糖値は少々高くても、自覚症状はまったく
ありません。しかし、血糖値が高い状態が続く
と、血液中のたんぱく質（ヘモグロビン、酵素
など）の糖化反応が進み、網膜症・腎臓障害・
神経障害などの合併症をまねき、失明したり、
人工透析が必要になったり、足を切断しなけれ
ばならないなどといった症状が起こります。心
筋梗塞や脳梗塞、認知症になる確率も格段に高
まります。

糖尿病を予防するためには適正体重を維持す
ること、適度な運動を習慣化すること、バラン
スの良い食事をすることが大切です。

33

メタボリックシンドロームの危険性は、自覚症状がほとんどない点にあります。本人はとても元気で
病気のことは頭にありませんし、生活習慣が好ましくないということも認識していません。しかしこの
間にも動脈硬化はどんどん進行しているのです。

健康診断を受け、高血圧や糖尿病・脂質異常が始まっていると指摘されたとしてもまだ症状はほとん
どなく、危険な状態が進行していると気づかない人が多いのです。メタボリックシンドロームの原因は
生活習慣にありますが、それを改善しなさいと注意されても、症状がない人はなかなかそれを始められ
ません。

こうして本人が気づかない、あるいは無関心で
いるうちに、動脈硬化が進行して、ある日突然心
臓発作や脳卒中をおこし、そのまま死への道をた
どる人も少なくありません。

元気なときにこそ健康診断を年に一度は必ず受
ける、自分の生活習慣を振り返ることが、きわめ
て大切です。
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メタボリックシンドローム

22 循環器疾患

2 メタボリックシンドロームの危険性

1 メタボリックシンドロームとは？

循環器疾患とは、血液を全身に循環させる臓器である心臓や血管などが正常に働かなく
なる疾患のことで、高血圧・心疾患（急性心筋梗塞などの虚血性心疾患や心不全）・脳血管
疾患（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血）・動脈瘤などに分類されます。

令和３年人口動態統計月報年計（概数）の概況によると、心疾患は日本における死因の
第２位、脳血管疾患は第５位となっています。死因に両者を合わせると、循環器疾患は
22.2％を占めており、死因第１位の悪性新生物（がん）に次ぐ死亡原因となっています。

また、令和元年度国民医療費の概況によると、循環器疾患全体にかかる医療費は、国民
医療費の 19.2% を占めており、第１位となっています。

肥満や喫煙、偏った食生活などの生活習慣により高血圧・糖尿病・脂質異常を起こすと、
動脈硬化（動脈の血管が硬くなって弾力が失われた状態）が進んで発症します。

近年は治療法の進歩などにより軽症の高血圧が増え、死に至るような重篤な脳出血が減
る一方、メタボリックシンドロームとも関連の深い脳梗塞が増えています。
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糖尿病正常

近年、日本人にも肥満の人が増えてきていま
すが、肥満のうちでもおなかに脂肪がたまる内
臓脂肪型肥満（内臓脂肪蓄積）が動脈硬化を進
行させる原因のひとつであることがわかってき
ました。内臓脂肪蓄積があれば、糖尿病や高脂
血症・高血圧などがおこりやすくなり、しかも
これらが重複しその数が多くなるほど、動脈硬
化を進行させる危険が高まります。

内蔵肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさり、
心臓病や脳卒中などの動脈硬化性疾患をまねきやすい病態を指します。


